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運用報告書（全体版） 
第20期（決算日 2019年９月17日）第21期（決算日 2019年11月15日）第22期（決算日 2020年１月15日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
「ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース」は、2020年１月15日に第22期の決算を行いましたので、
第20期から第22期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 無期限（2016年２月18日設定） 

運 用 方 針 

日本と海外の債券と株式に資産を分散することで、安定的な収益の確保と信託財産の着実な成長を目指します。海外債券は、信用力の高
い先進国の債券に、海外株式は、より安定的な先進国の株式に投資します。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行
いません。 
＜基本組入比率＞ 

日 本 株 式 日 本 債 券 海 外 株 式 海 外 債 券 
45％ 20％ 25％ 10％ 

主 な 投 資 対 象 

ＪＰ４資産バランスファンド 
成 長 コ ー ス 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用）、FOFs用 国内債券インデックス・
ファンドP（適格機関投資家専用）、野村FoFs用・外国株式MSCI-KOKUSAI インデックスファンド（適
格機関投資家専用）、FOFs用 外国債券インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用）を主要投資
対象とします。 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドP 
（ 適 格 機 関 投 資 家 専 用 ） 

日本株式を主要投資対象とします。 

FOFs用 国内債券インデックス・ファンドP 
（ 適 格 機 関 投 資 家 専 用 ） 

日本債券を主要投資対象とします。 

野村F o F s用・外国株式M S C I - K O K U S A I  
インデックスファンド（適格機関投資家専用） 

海外株式を主要投資対象とします。 

FOFs用 外国債券インデックス・ファンドP 
（ 適 格 機 関 投 資 家 専 用 ） 

海外債券を主要投資対象とします。 

主 な 投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の50％以下とします。 
デリバティブの直接利用は行いません。 
一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデリバティブ等エク
スポージャーの投資信託財産の純資産総額に対する比率は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％以内とすることとし、当該比率を超え
ることとなった場合には、委託者は、一般社団法人投資信託協会規則に従い当該比率以内となるよう調整を行うこととします。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき、分配を行います。 
分配対象額は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 
分配金額については、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わな
いことがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。  

ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近15期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

８期(2017年９月15日) 11,919 10 0.3 12,008 0.4 99.6 9,331 

９期(2017年11月15日) 12,593 10 5.7 12,714 5.9 97.4 12,899 

10期(2018年１月15日) 13,039 10 3.6 13,238 4.1 97.7 18,056 

11期(2018年３月15日) 12,376 10 △5.0 12,517 △5.4 99.4 22,955 

12期(2018年５月15日) 12,747 10 3.1 12,893 3.0 99.5 26,230 

13期(2018年７月17日) 12,633 10 △0.8 12,772 △0.9 99.4 31,286 

14期(2018年９月18日) 12,604 10 △0.2 12,783 0.1 99.4 36,424 

15期(2018年11月15日) 12,202 10 △3.1 12,290 △3.9 98.8 41,395 

16期(2019年１月15日) 11,595 10 △4.9 11,634 △5.3 99.7 43,878 

17期(2019年３月15日) 12,182 10 5.1 12,291 5.6 99.6 46,860 

18期(2019年５月15日) 11,990 10 △1.5 12,050 △2.0 99.0 45,698 

19期(2019年７月16日) 12,292 10 2.6 12,390 2.8 99.4 48,856 

20期(2019年９月17日) 12,408 10 1.0 12,508 0.9 99.7 50,460 

21期(2019年11月15日) 12,804 10 3.3 12,901 3.1 100.0 45,469 

22期(2020年１月15日) 13,222 10 3.3 13,395 3.8 99.7 43,494 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 参考指数は合成指数です。計算方法は12ページをご参照ください。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第20期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年７月16日 12,292 － 12,390 － 99.4 

７月末 12,308 0.1 12,405 0.1 99.5 

８月末 11,896 △3.2 11,961 △3.5 99.6 

(期  末)      

2019年９月17日 12,418 1.0 12,508 0.9 99.7 

第21期 

(期  首)      

2019年９月17日 12,408 － 12,508 － 99.7 

９月末 12,418 0.1 12,464 △0.3 99.7 

10月末 12,741 2.7 12,811 2.4 99.9 

(期  末)      

2019年11月15日 12,814 3.3 12,901 3.1 100.0 

第22期 

(期  首)      

2019年11月15日 12,804 － 12,901 － 100.0 

11月末 12,986 1.4 13,106 1.6 99.9 

12月末 13,165 2.8 13,308 3.2 99.8 

(期  末)      

2020年１月15日 13,232 3.3 13,395 3.8 99.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○運用経過 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2019年７月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 参考指数は合成指数です。計算方法は12ページをご参照ください。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、第20期首12,292円から第22期末13,222円となりました。この間、分配金として１万口当たり合

計30円の分配金をお支払いしましたので、分配金を考慮した値上がり額は960円となりました。 

投資対象とする４本の組入投資信託証券の当作成期間の値動きは、日本株式、海外株式、海外債券が上昇し

た一方で、日本債券が下落しました。日本株式、海外株式、海外債券の上昇が主な値上がり要因となりました。 

 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

 

 
 

 

組入投資信託証券の日々の基準価額の動きなどにより基本組入比率からの乖離が生じますが、当ファンド

の追加解約に伴う売買に対応した日々のリバランスを行うことなどにより、できる限り当ファンドの基本組

入比率を維持する運用を行いました。 

 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、基準価額と参考指数の対比です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案し以下のとおりといたしました。留保益の運用については、特

に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第20期 第21期 第22期 

2019年７月17日～ 
2019年９月17日 

2019年９月18日～ 
2019年11月15日 

2019年11月16日～ 
2020年１月15日 

当期分配金 10  10  10  

(対基準価額比率) 0.081％ 0.078％ 0.076％ 

 当期の収益 10  10  10  

 当期の収益以外 －  －  －  

翌期繰越分配対象額 2,444  2,803  3,221  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○今後の運用方針 

引き続き、組入投資信託証券を通じて、日本株式、日本債券、海外株式、海外債券に分散投資を行い、信託

財産の着実な成長を目指します。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

項 目 
第20期～第22期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 32  0.253  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (12)  (0.099)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.137)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 32   0.254    

作成期間の平均基準価額は、12,585円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○売買及び取引の状況 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

 

 

銘 柄 
第20期～第22期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
野村FoFs用・外国株式MSCI-KOKUSAI インデックスファンド（適格機関投資家専用） 789,667,096 1,055,000 2,394,795,069 3,435,000  

FOFs用 国内債券インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 139,298,731 142,000 1,208,452,058 1,230,000  
FOFs用 国内株式インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 1,640,587,851 1,827,000 5,244,397,620 6,245,000  
FOFs用 外国債券インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 148,880,431 138,000 813,140,391 763,000  

合 計 2,718,434,109 3,162,000 9,660,785,138 11,673,000  
 

（注） 金額は受け渡し代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年７月17日～2020年１月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月15日現在) 

 

銘 柄 
第19期末 第22期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

野村FoFs用・外国株式MSCI-KOKUSAI インデックスファンド（適格機関投資家専用） 8,672,092,456 7,066,964,483 10,889,485 25.0 

FOFs用 国内債券インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 9,498,530,825 8,429,377,498 8,512,828 19.6 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 19,364,818,526 15,761,008,757 19,691,804 45.3 

FOFs用 外国債券インデックス・ファンドP（適格機関投資家専用） 5,181,522,861 4,517,262,901 4,275,589 9.8 

合 計 42,716,964,668 35,774,613,639 43,369,707 99.7 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。   

投資信託証券 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○投資信託財産の構成 (2020年１月15日現在) 

項 目 
第22期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 43,369,707 98.9 

コール・ローン等、その他 480,810 1.1 

投資信託財産総額 43,850,517 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第20期末 第21期末 第22期末 

2019年９月17日現在 2019年11月15日現在 2020年１月15日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 51,270,986,058   46,557,802,192   43,850,517,025   

 コール・ローン等 565,058,207   513,009,449   461,809,444   

 投資信託受益証券(評価額) 50,332,927,851   45,468,792,743   43,369,707,581   

 未収入金 373,000,000   576,000,000   19,000,000   

(B) 負債 810,493,539   1,087,877,861   356,495,496   

 未払収益分配金 40,667,473   35,512,626   32,895,220   

 未払解約金 727,554,924   1,013,154,744   286,072,670   

 未払信託報酬 42,025,114   38,982,180   37,298,636   

 未払利息 1,548   1,405   1,265   

 その他未払費用 244,480   226,906   227,705   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 50,460,492,519   45,469,924,331   43,494,021,529   

 元本 40,667,473,358   35,512,626,368   32,895,220,909   

 次期繰越損益金 9,793,019,161   9,957,297,963   10,598,800,620   

(D) 受益権総口数 40,667,473,358口 35,512,626,368口 32,895,220,909口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,408円 12,804円 13,222円 
 

（注） 当ファンドの第20期首元本額は39,745,602,790円、第20～22期中追加設定元本額は6,109,172,247円、第20～22期中一部解約元本額は

12,959,554,128円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第20期1.2408円、第21期1.2804円、第22期1.3222円です。 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○損益の状況 

項 目 
第20期 第21期 第22期 

2019年７月17日～ 
2019年９月17日 

2019年９月18日～ 
2019年11月15日 

2019年11月16日～ 
2020年１月15日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 65,964,866   236,586,857   65,520,791   

 受取配当金 66,035,561   236,662,100   65,601,822   

 支払利息 △       70,695   △       75,243   △        81,031   

(B) 有価証券売買損益 567,449,883   1,229,870,118   1,347,024,881   

 売買益 641,091,203   1,429,113,041   1,478,538,597   

 売買損 △   73,641,320   △  199,242,923   △   131,513,716   

(C) 信託報酬等 △   42,269,594   △   39,209,086   △    37,526,341   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 591,145,155   1,427,247,889   1,375,019,331   

(E) 前期繰越損益金 △  167,422,271   323,785,971   1,511,099,017   

(F) 追加信託差損益金 9,409,963,750   8,241,776,729   7,745,577,492   

 (配当等相当額) (  9,018,996,066)  (  7,902,377,013)  (   7,398,462,624)  

 (売買損益相当額) (    390,967,684)  (    339,399,716)  (     347,114,868)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,833,686,634   9,992,810,589   10,631,695,840   

(H) 収益分配金 △   40,667,473   △   35,512,626   △    32,895,220   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,793,019,161   9,957,297,963   10,598,800,620   

 追加信託差損益金 9,409,963,750   8,241,776,729   7,745,577,492   

 (配当等相当額) (  9,018,996,066)  (  7,902,377,013)  (   7,398,462,624)  

 (売買損益相当額) (    390,967,684)  (    339,399,716)  (     347,114,868)  

 分配準備積立金 921,547,871   1,715,521,234   2,853,223,128   

 繰越損益金 △  538,492,460   －   －   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2019年７月17日～2020年１月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2019年７月17日～ 
2019年９月17日 

2019年９月18日～ 
2019年11月15日 

2019年11月16日～ 
2020年１月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 61,564,601円 230,262,431円 63,779,569円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 741,812,922円 1,311,239,762円 

c. 信託約款に定める収益調整金 9,018,996,066円 8,241,776,729円 7,745,577,492円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 900,650,743円 778,958,507円 1,511,099,017円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 9,981,211,410円 9,992,810,589円 10,631,695,840円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,454円 2,813円 3,231円 

g. 分配金 40,667,473円 35,512,626円 32,895,220円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 10円 
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ＪＰ４資産バランスファンド 成長コース 
＜愛称：ゆうバランス＞ 

○分配金のお知らせ  

 第20期 第21期 第22期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 2019年７月17日から2020年１月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

合成指数について 

合成指数は、下記の指数と基本組入比率をもとにＪＰ投信が計算したものです。 
 

  
＊ 「TOPIX（東証株価指数、配当なし）」とは、株式会社東京証券取引所（以下「東証」）が算出、公表する指数で、東京証券取引所市場第一

部に上場している内国普通株式全銘柄を対象とした時価総額加重型の株価指数です。同指数は、東証の知的財産であり、指数の算出、指数

値の公表、利用など同指数に関する全ての権利は、東証が有しています。なお、東証は、ファンドの設定または売買に起因するいかなる損

害に対しても、責任を有しません。 

 

＊ 「NOMURA-BPI総合」とは、野村證券株式会社が公表する、日本の公募債券流通市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準

に基づいて構成された債券ポートフォリオのパフォーマンスを基に計算されます。同指数の知的財産権は野村證券株式会社に帰属します。

なお、野村證券株式会社は、同指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、同指数を用いて行われるＪＰ投信株式会

社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。 

 

＊ 「MSCI-KOKUSAI指数」とは、MSCI Inc.が開発した日本を除く世界の主要国の株式市場の動きを表す株価指数で、株式時価総額をベースに

算出されます。同指数に関する著作権等の知的財産権およびその他の一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の

内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

 

＊ 「FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）」は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、世界主要国の国債の総合

収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE 

Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。

このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
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当作成期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2019年7月8日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きを反映して基準価額は変動し、当作成期末は当作成期首比
で上昇しました。

基準価額等の推移
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第20期首：11,328円
第22期末：12,383円（既払分配金131円）
騰落率：10.5％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

株式への投資は「国内株式インデックス マザーファンド」受益証券の組み入れにより行いました。

【「国内株式インデックス マザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）株式組入比率は期を通じて100％に近い水準で維持し、効率的な運用に努めました。設定や解約による資金

変動には、主に株価指数先物取引を活用しました。
（2）東証一部上場銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の

個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成しました。

当ファンドのポートフォリオ

当作成期初は、米国の対中関税引き上げなど、米中
対立の激化を受けて世界景気減速への警戒感が高
まり、下落しました。その後は、米中通商協議再開へ
の期待や、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が量的金融緩和の
再開を決定したことなどを受け、世界景気減速への
過度な警戒感が後退したことから上昇し、当作成期末
にかけては、米中通商協議の進展期待や、企業業績
の底入れ期待から、上昇しました。

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

当作成期末当作成期首

ベンチマーク
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○組入ファンド
当作成期末
2020年1月7日

国内株式インデックス マザーファンド 100.1％
その他 △0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当作成期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率
に概ね連動しました。
差異の主な要因は、ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東
証株価指数）が配当相当分を含まない指数であること
によって生じる要因（プラス）および信託報酬要因（マ
イナス）です。

0

5

10

15

△5

（％）

第20期 第21期 第22期

基準価額
ベンチマーク

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
△0.1％

親投資信託証券
100.1％

○資産別配分
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分配金額は、各期ごとの経費控除後の利子・配当等収益、基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせていただ
きました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第20期 第21期 第22期
2019年7月9日～
2019年9月9日

2019年9月10日～
2019年11月7日

2019年11月8日～
2020年1月7日

当期分配金 （円） 2 111 18
（対基準価額比率） （％） （0.018） （0.902） （0.145）
当期の収益 （円） 2 111 18
当期の収益以外 （円） － － －
翌期繰越分配対象額 （円） 3,928 3,929 4,053

（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が
あります。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり
ます。

（注３）－印は該当がないことを示します。

国内株式インデックス マザーファンド受益証券への投資を通じて､東京証券取引所市場第一部に上場されている
銘柄に分散投資を行い､TOPIX(東証株価指数)に連動する投資成果を目標として運用を行います｡

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当作成期

項目の概要（2019年7月9日～2020年1月7日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 7円 0.060％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,707円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （5） （0.044） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.005） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （1） （0.011） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.000
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （0） （0.000）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 0 0.001
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.001） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 7 0.061
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2018年5月29日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きを反映して基準価額は変動し、期首比では下落しました。

基準価額等の推移

第19期首 第19期末
2019/18 96 7 10 11 12 32 4 5

2018/5
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18,000

第19期首：15,832円
第19期末：14,134円
騰落率：△10.7％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）株式組入比率は期を通じて100％に近い水準で維持し、効率的な運用に努めました。設定や解約による資金

変動には、主に株価指数先物取引を活用しました。
（2）東証一部上場銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の

個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成しました。

当ファンドのポートフォリオ

期初は、国内企業の業績が堅調であった一方、米中
貿易摩擦の激化が重石となり、国内株式市場はボック
ス圏での推移が続きました。10月に入り米長期金利
の上昇をきっかけとして米国株式市場が調整すると、
国内株式市場も追随して下落し、年末にかけては米
中貿易摩擦激化への懸念や世界的な景気減速懸念、
米国政権運営の不透明感などが嫌気され大幅に下
落しました。年明け以降は、ＦＲＢ（米連邦準備理事
会）が利上げを急がない姿勢を示したことや、米中貿
易協議の進展期待などから投資家心理が改善に向
かい、国内株式市場は回復傾向となりましたが、５月に
は、米中貿易摩擦への警戒感が再燃したことから、期
末にかけて下落しました。
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ベンチマーク

－ 29 －

添付ファンド_9pt_805825.indd   29添付ファンド_9pt_805825.indd   29 2020/03/03   8:40:122020/03/03   8:40:12



当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ トヨタ自動車 日本 3.3％
２ 東証株価指数先物　1906 日本 2.2％
３ ソフトバンクグループ 日本 1.9％
４ ソニー 日本 1.6％
５ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本 1.5％
６ 武田薬品工業 日本 1.5％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 日本電信電話 日本 1.5％
８ キーエンス 日本 1.4％
９ 三井住友フィナンシャルグループ 日本 1.2％
10 リクルートホールディングス 日本 1.1％

組入銘柄数 2,079
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで国内株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して2.2％買建てております。

円
100.0%

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
国内株式先物
2.2％

その他
0.0％

国内株式
97.8％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東
証株価指数）が配当相当分を含まない指数であること
によって生じる要因（プラス）です。
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△15

（％）

第19期

基準価額
ベンチマーク
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原則として東京証券取引所第一部に上場されている銘柄に分散投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きに
連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2018年5月30日～2019年5月29日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.001％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.000
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.001
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（15,100円）で除して100を乗じたものです。
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当作成期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2019年7月8日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当作成期の基準価額（分配金再投資ベース）は、下落しました。2019年９月上旬にかけて、米中対立の激化による
世界経済の減速懸念の高まりから、国内金利が低下（債券価格は上昇）し、基準価額は上昇しました。９月中旬以
降12月上旬にかけて、国内金利が、米金利上昇に追随する動きがあったことに加え、米中通商協議の進展により
市場のリスク回避姿勢が後退し、大幅に反発上昇（債券価格は下落）したことから、基準価額は下落しました。12
月中旬以降は、10年国債利回りが一時プラス水準を回復する場面もありましたが、金利の絶対水準に着目する投
資家の買いなどから国内金利の上昇が抑えられ、基準価額はレンジ内推移となりました。

基準価額等の推移
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第20期首：10,234円
第22期末：10,115円（既払分配金26円）
騰落率：△0.9％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

当ファンドの運用につきましては、引き続き運用の基本方針に従い、主要投資対象である「国内債券インデックス 
マザーファンド」への投資を通じて、NOMURA-BPI総合と連動する投資成果を目標として運用を行いました。

【「国内債券インデックス マザーファンド」の運用経過】
（1）債券組入比率

キャッシュ部分は運用の効率化を図るため債券先物取引を利用し、先物を含む債券組入比率は期を通じて高
位を維持しました。

（2）ポートフォリオ構成
ポートフォリオの構築に際しては、ベンチマークの構成銘柄変更に合わせて毎月組入銘柄の見直しを実施する
ことで、ベンチマークとの連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

2019年９月上旬にかけて、米中対立の激化による世
界経済の減速懸念の高まりから、国内金利は低下しま
した。９月中旬以降12月上旬にかけて、国内金利は、
米金利上昇に追随する動きがあったことに加え、米中
通商協議の進展により市場のリスク回避姿勢が後退
し、大幅に反発上昇しました。12月中旬以降は、10年
国債利回りが一時プラス水準を回復する場面もありま
したが、金利の絶対水準に着目する投資家の買いな
どから利回りの上昇が抑えられ、国内金利はレンジ内
推移となりました。
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○組入ファンド
当作成期末
2020年1月7日

国内債券インデックス マザーファンド 99.9％
その他 0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
0.1％

親投資信託証券
99.9％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドは、期を通じて概ねベンチマークに連動しま
した。
ベンチマークとの乖離の主な要因は、信託報酬による
ものです。

0

1

2

△1

△2
第20期 第21期 第22期

（％）

基準価額
ベンチマーク
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分配金額は、各期ごとの経費控除後の利子・配当等収益、基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせていただ
きました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第20期 第21期 第22期
2019年7月9日～
2019年9月9日

2019年9月10日～
2019年11月7日

2019年11月8日～
2020年1月7日

当期分配金 （円） 11 8 7
（対基準価額比率） （％） （0.106） （0.079） （0.069）
当期の収益 （円） 11 8 7
当期の収益以外 （円） － － －
翌期繰越分配対象額 （円） 564 567 570

（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が
あります。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり
ます。

（注３）－印は該当がないことを示します。

分配金

国内債券インデックス マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の公社債を中心に投資を行い、
NOMURA-BPI総合に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

－ 66 －

添付ファンド_9pt_805825.indd   66添付ファンド_9pt_805825.indd   66 2020/03/03   8:40:192020/03/03   8:40:19



1万口当たりの費用明細

項目
当作成期

項目の概要（2019年7月9日～2020年1月7日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 6円 0.055％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,231円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （4） （0.039） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.005） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （1） （0.011） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.000
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 0 0.001
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.001） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 6 0.056
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2018年5月29日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

期初より2018年10月上旬にかけて、７月末の日銀金融政策決定会合で長期金利変動幅の拡大容認が決定され
たことに加え、買い入れオペ減額に対する警戒感や米国金利上昇の影響を受けて金利が上昇（債券価格は下落）
し、基準価額は下落しました。10月中旬以降2019年１月上旬にかけて、世界的な株安の動きにより投資家のリス
ク回避姿勢が強まったことに加え、米長期金利が低下した影響を受けて金利が低下（債券価格は上昇）し、基準価
額は上昇しました。その後も３月末にかけて、日銀の国債買い入れオペで債券需給の引き締まりが意識されたほか、
欧州や中国の軟調な経済指標を背景に世界景気減速への警戒感の高まりから金利は低下し、基準価額は上昇し
ました。４月以降期末にかけては、米中通商協議の進展や中国景気の底入れ観測から金利が反転上昇する局面
があったものの、米政権が対中追加関税の発動を表明したことや欧米の長期金利の低下を受けて金利が再び低
下し、基準価額はもみ合いながらも堅調な推移となりました。

基準価額等の推移

2018/5
6 7 109 118 12 32 542019/1

第19期首 第19期末
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純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸) 第19期首：13,934円
第19期末：14,211円
騰落率：2.0％

基準価額の主な変動要因
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投資環境

当ファンドの運用につきましては、引き続き運用の基本方針に従い、公社債の組入比率を高位に保ち、ＮＯＭＵＲＡ-
ＢＰＩ総合と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）債券組入比率

キャッシュ部分は運用の効率化を図るため債券先物取引を利用し、先物を含む債券組入比率は期を通じて高
位を維持しました。

（2）ポートフォリオ構成
ポートフォリオの構築に際しては、ベンチマークの構成銘柄変更に合わせて毎月組入銘柄の見直しを実施する
ことで、ベンチマークとの連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

期初より2018年10月上旬にかけて、日銀金融政策決
定会合で長期金利変動幅の拡大容認が決定された
ことに加え、買い入れオペ減額に対する警戒感や米
国金利上昇の影響を受けて、金利は上昇しました。10
月中旬以降2019年３月末にかけて、日銀の国債買い
入れオペで債券需給の引き締まりが意識されたほか、
欧州や中国の軟調な経済指標により世界景気減速
への警戒感が高まったことから、金利は低下しました。
４月以降期末にかけては、米中通商協議の進展や中
国景気の底入れ観測から金利が反転上昇する局面
があったものの、米政権が対中追加関税の発動を表
明したことや欧米の長期金利の低下の影響を受けて、
金利は再び低下しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ 第138回利付国債（５年） 日本 2.0％
２ 第136回利付国債（５年） 日本 1.3％
３ 第135回利付国債（５年） 日本 1.2％
４ 第131回利付国債（５年） 日本 1.2％
５ 第132回利付国債（５年） 日本 1.0％
６ 第353回利付国債（10年） 日本 1.0％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 第127回利付国債（５年） 日本 1.0％
８ 第133回利付国債（５年） 日本 1.0％
９ 第320回利付国債（10年） 日本 1.0％
10 第339回利付国債（10年） 日本 0.9％

組入銘柄数 869
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで国内債券先物を想定元本ベースで純資産総額に対して0.0％買建てております。

円
100.0%

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
国内債券先物
0.0％

その他
0.0％

国内債券
100.0％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドは、期を通じて概ねベンチマークに連動しま
した。
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ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合をベンチマークとし、その動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2018年5月30日～2019年5月29日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.000％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.000
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.000
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（13,966円）で除して100を乗じたものです。
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当作成期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2019年7月8日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額（分配金再投資ベース）は、当作成期初から2019年８月下旬にかけて、世界景気の減速懸念が強まる中、
ＦＲＢ（米連邦準備理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）の金融緩和観測が高まったことから、主要国の長期金利が低
下（債券価格は上昇）した一方で、英国の合意なきＥＵ（欧州連合）離脱やイタリアの政局混迷への警戒感を背景
としたリスク回避姿勢の強まりを受けて、外国為替市場で主要通貨が対円で下落したことから、レンジ内推移となり
ました。その後は、ＥＣＢによる大規模金融緩和期待の後退や欧州における財政拡大への懸念などにより、主要国
の長期金利は上昇（債券価格は下落）基調で推移したものの、米中通商協議の進展期待が高まったことや世界経
済の減速懸念が和らいだことなどを背景に、リスク回避姿勢が後退したことから主要通貨が対円で上昇し、基準価
額は上昇しました。

基準価額等の推移
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2019/7 8 9 10 11 12
2020/1第20期首 第22期末

第20期首：9,304円
第22期末：9,382円（既払分配金79円）
騰落率：1.7％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）に連動することを目的とする「外国債券インデックス マザーファ
ンド」の受益証券をほぼ100％組み入れ、運用しました。

【「外国債券インデックス マザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行
いました。
（1）債券組入比率

先物を含む債券組入比率は期を通じて高位を維持しました。キャッシュ部分は運用の効率化を図るため債券
先物取引と為替予約取引を利用しました。

（2）ポートフォリオ構成
ベンチマークの通貨構成比率やデュレーション・満期構成等の諸属性を極力反映させることでベンチマークと
の連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

外国債券市場で主要国の長期金利は、2019年８月
下旬にかけて、ＦＲＢやＥＣＢの金融緩和観測が高まっ
たことから、低下しました。その後当作成期末にかけて
は、ＥＣＢによる大規模金融緩和期待の後退や欧州で
の財政拡大への懸念などにより、主要国の長期金利
は上昇基調で推移しました。
外国為替市場では、2019年８月下旬にかけて、英国
の合意なきＥＵ離脱懸念によるリスク回避姿勢の強ま
りから、主要通貨は対円で下落しました。９月から当作
成期末にかけては、米中通商協議の進展期待などを
背景にリスク回避姿勢が後退し、主要通貨は対円で
上昇しました。
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○組入ファンド
当作成期末
2020年１月７日

外国債券インデックス マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドは、期を通じて概ねベンチマークに連動しま
した。
ベンチマークとの乖離が生じた主な要因は、信託報酬
および為替評価差要因※です。

※当ファンドとベンチマークで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異です。

1

2

0.7%
0.8%

1.0%

0.2%
0.0%

0

（％）

0.8%

第20期 第21期 第22期

基準価額
ベンチマーク
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分配金額は、各期ごとの経費控除後の利子・配当等収益、基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせていただ
きました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第20期 第21期 第22期
2019年7月9日～
2019年9月9日

2019年9月10日～
2019年11月7日

2019年11月8日～
2020年1月7日

当期分配金 （円） 28 27 24
（対基準価額比率） （％） （0.299） （0.287） （0.255）
当期の収益 （円） 28 27 24
当期の収益以外 （円） － － －
翌期繰越分配対象額 （円） 513 518 527

（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が
あります。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり
ます。

（注３）－印は該当がないことを示します。

分配金

外国債券インデックス マザーファンド受益証券への投資を通じて、日本を除く世界の主要国の公社債を中心に投
資を行い、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当作成期

項目の概要（2019年7月9日～2020年1月7日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 6円 0.066％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,393円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （5） （0.050） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.005） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （1） （0.011） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.000
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.013
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （1） （0.010） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.003） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 7 0.079
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2018年5月29日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

2018年９月下旬にかけては、堅調な米国の経済指標などを背景に主要国の長期金利が上昇（債券価格は下落）
基調で推移した一方で、外国為替市場で円安が進んだことから、基準価額は上昇しました。10月上旬から12月中
旬にかけては、英国のＥＵ（欧州連合）離脱を巡る政治的混乱やイタリア財政懸念から長期金利が低下（債券価格
は上昇）した一方で、ユーロや英ポンドに対して円高が進んだことから、基準価額はもみ合い推移となりました。12
月下旬から2019年１月上旬にかけては、株式市場の下落などを背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、円高と
なったことから、基準価額は下落しました。１月中旬から４月上旬にかけては、株式市場の回復を受けて円安推移と
なったことに加え、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）が当面の利上げ見送りを示唆したことなど
から長期金利が低下基調で推移し、基準価額は上昇しました。４月中旬以降期末にかけては、米中貿易摩擦の長
期化への懸念などを背景に円高となったことから、基準価額は下落しました。

基準価額等の推移

第19期首 第19期末2018/5
2019/16 7 109 118 12 32 4 5 0

2,000

4,000

6,000

8,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

第19期首：26,619円
第19期末：27,366円
騰落率：2.8％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行
いました。
（1）債券組入比率

先物を含む債券組入比率は期を通じて高位を維持しました。キャッシュ部分は運用の効率化を図るため債券
先物取引と為替予約取引を利用しました。

（2）ポートフォリオ構成
ベンチマークの通貨構成比率やデュレーション・満期構成等の諸属性を極力反映させることでベンチマークと
の連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

外国債券市場で主要国の長期金利は、2018年11月
上旬にかけて、米国を中心に堅調な経済指標が続い
たことなどから、上昇しました。その後期末にかけては、
ＦＲＢやＥＣＢの利上げ見通しが引き下げられたことな
どから、長期金利は低下推移となりました。
外国為替市場では、2018年９月下旬にかけて、米国
の利上げなどを材料に、対米ドルを中心に円安推移と
なりました。2019年１月上旬にかけて、世界的な株式
市場の下落などを受け、主要通貨に対して円高が進
みましたが、その後４月中旬にかけては、株式市場の
回復などから円安推移となりました。４月下旬以降期
末にかけては、世界経済の減速懸念などから、再び円
高となりました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ T 2.625% 12/31/25 アメリカ 0.6％
２ T 1.75% 05/15/23 アメリカ 0.6％
３ T 2.875% 08/15/28 アメリカ 0.6％
４ T 2.5% 02/15/46 アメリカ 0.6％
５ T 3% 09/30/25 アメリカ 0.6％
６ T 3.125% 11/15/28 アメリカ 0.5％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ T 2.5% 05/15/46 アメリカ 0.5％
８ T 2.5% 01/15/22 アメリカ 0.5％
９ T 2.875% 05/15/28 アメリカ 0.5％
10 T 2.25% 11/15/27 アメリカ 0.5％

組入銘柄数 701
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注1）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
（注2）国別配分においては、上記の他、オフバランスで外国債券先物を想定元本ベースで純資産総額に対して1.4％買建てております。

米ドル
46.5％

ユーロ
37.6％

イギリスポンド
6.4％

その他
9.5％

○通貨別配分

アメリカ
47.3％

フランス
9.9％

イタリア
8.6％

ドイツ
6.6％

イギリス
6.5％

スペイン
5.9％

その他
15.2％

○国別配分
外国債券先物
1.4％

外国債券
98.0％

その他
0.6％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドは、期を通じて概ねベンチマークに連動しま
した。
ベンチマークとの乖離が生じた主な要因は、為替評
価差※（マイナス要因）です。

※当ファンドとベンチマークで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異です。
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FTSE世界国債インデックス(除く日本､円ベース)をベンチマークとし、その動きに連動する投資成果を目標として
運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2018年5月30日～2019年5月29日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.001％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 7 0.024
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （7） （0.024） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 7 0.025
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（27,188円）で除して100を乗じたものです。
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